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令和８年度第２回県有施設・資産有効活用戦略会議の開催結果について 
 

令和８年１０月８日 

  行財政改革推進課 

 

県有施設・資産の適正管理、戦略的活用の方策などを検討するために設置している県有施設・資産有効活用戦

略会議を開催しましたので、下記のとおり概要を報告します。 

 

記 

 

１ 日 程  令和８年10月7日（水）  

２ 概 要  

（１） 議題  

鳥取工業高校DXラボ整備に係る民間活力導入検討（第１次検討）について  

   国の高校教育改革促進基金の拠点校の一つである鳥取工業高校のDXラボ整備事業について、PPP/PFI手法

ではなく従来型手法（県直営）で整備することとした。 

  ＜整備概要＞ 

地域の持続的発展に貢献するドローン技術等DX･AX技術を兼ね備えた人材育成を目的に、校内の学科横断

に加え、高校・大学・企業と連携した共同研究を行う場として「DXラボ」を新築整備。 

  （施設概要：２階建て、延床面積約1,500㎡  想定事業費：約11億円） 

  ＜第１次検討の結果＞ 

・事業着手までの事前準備に時間を要するDB方式（※）を導入すると、国費活用の条件である令和10年度末

までの事業完了が困難。国費の活用（100％充当）が可能な従来型手法（県直営）の方が財源的にも有利で

あり、DB方式の導入によるメリットは限定的。 （※）DB方式 …設計と施工を一括発注する方式 

 

（２）報告事項 

①県立博物館改修に係る民間活力導入の再検討状況（第１次検討）について  

   令和６年度決算審査特別委員会の指摘を受けた博物館の耐震改修について、民間事業者のヒアリング結果

を踏まえ、改修方針案の再整理を行った。今後速やかに、教育委員会事務局が博物館改修にかかる基本計画

のとりまとめを行う予定であり、基本計画を踏まえ、最終的な改修方針を決定することとした。 

  ＜改修方針案＞ 

○改修については、工期・コスト縮減を図るため、以下を軸とした方針とする。 

・耐震改修と設備更新を一体として実施する。 

・設計・施工については、県が直接発注を行う。 

※改修後の運営については、指定管理導入を軸に民間活力導入を今後検討する。 

＜今後の対応＞ 

○教育委員会事務局は、早急に博物館改修にかかる基本計画の最終取りまとめ （設計着手に向けた条件整理） 

を行う。（主な整理項目 … 概算工事費の再積算、収蔵品移転対策 等） 

 

②県営住宅上粟島団地建替事業に係る入札不調について  

令和４年度第３回県有施設・資産有効活用戦略会議で、PFI手法（BT方式 （※））で整備することを決定した

県営住宅上粟島団地建替事業について、今年８月に２回目の入札不調になったことを受け、今後の対応方針

を検討していくこととした。 

（※）BT方式 … 民間事業者が設計・建設を行い、竣工時に県へ所有権移転する方式 

＜事業概要＞ 

・上粟島団地（48 戸）と富益団地（88 戸）を集約し、上粟島団地敷地に３棟54 戸を集約整備 

・多様な居住ニーズに対応する間取りを設定（１～４DK、車いす住戸） 

・３棟のうち２棟は環境に配慮し木造住棟とし、うち１棟は県内初となるCLT 構造を採用 

・とっとり健康省エネ住宅（NE-ST）性能とし、太陽光発電設備を導入 

・予定価格：2,244,800 千円 
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